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国際森林年のロゴマークについて説明する城土局長
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［
企
画
調
整
室
］
十
一
月
二
十
二
日
、
国
際
森

林
年
を
記
念
し
て
、
局
大
会
議
室
に
お
い
て

「
森
林
鳥
獣
や
病
害
虫
の
生
態
、
被
害
状
況
等

へ
の
理
解
を
深
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

深
刻
な
森
林
鳥
獣
や
病
害
虫
に
よ
る
森
林
被

害
の
対
策
を
考
え
る
講
演
会
と
し
て
三
名
の
専

門
家
を
招
き
市
民
や
林
業
関
係
者
等
約
百
三
十

名
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

演
題
及
び
講
師
は
、（
独
）
森
林
総
合
研
究

所
野
生
動
物
研
究
領
域
長
の
小
泉
透
氏
か
ら

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
ク
マ
の
生
態
に
つ
い
て
」、
信

州
大
学
農
学
部
准
教
授
の
竹
田
謙
一
氏
か
ら

「
長
野
県
内
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況
や
そ

の
対
策
と
課
題
」、（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
研

究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
牧
野
俊
一
氏
か
ら
「
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
生
態
や
被
害
対
策
に

つ
い
て
」
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
ず
小
泉
氏
か
ら
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
態

と
し
て
食
物
メ
ニ
ュ
ー
が
千
種
類
を
超
え
る
こ

と
や
、
高
い
妊
娠
率
な
ど
か
ら
千
頭
の
シ
カ
が

十
五
年
後
に
は
一
万
頭
を
超
え
る
と
の
指
摘

や
、
ク
マ
は
餌
の
豊
凶
に
よ
っ
て
繁
殖
率
が
大

き
く
変
化
す
る
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
竹
田
氏
か
ら
は
長
野
県
は
他
県
に

類
を
見
な
い
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

発
生
が
多
い
こ
と
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
広
域
捕
獲

の
一
例
と
し
て
捕
獲
専
門
の
プ
ロ
集
団
を
目
指

す
上
伊
那
捕
獲
隊
の
紹
介
や
国
有
林
で
の
新
た

な
展
開
の
期
待
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
情
報
の
共
有
、
森
林
施
業
管

理
と
野
生
鳥
獣
管
理
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

な
ど
と
い
っ
た
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

牧
野
氏
か
ら
は
ナ
ラ
枯
れ
は
八
十
年
代
以
降

に
激
増
し
、
繁
殖
に
好
適
な
太
い
木
ほ
ど
枯
れ

や
す
い
こ
と
、
ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
を
予
測
す
る

研
究
の
現
状
、
防
除
方
法
と
し
て
集
合
フ
ェ
ロ

モ
ン
を
利
用
し
た
お
と
り
木
ト
ラ
ッ
プ
法
な
ど

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

の
事
例
発
表
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
使
用
の
シ
カ

の
行
動
調
査
や
高
山
生
態
系
へ
の
影
響
、
シ
カ

対
策
被
害
に
つ
い
て
紹
介
し
た
南
ア
ル
プ
ス
食

害
対
策
協
議
会
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
や

笠
松
式
く
く
り
ワ
ナ
の
設
置
実
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
意
見
交
換
の
場
で
は
、
シ
カ

の
夜
間
捕
獲
の
有
効
性
、
シ
カ
を
駆
除
し
た
際

の
処
理
方
法
の
現
状
と
改
善
す
べ
き
点
、
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
防
除
の
た
め
の
樹
幹
注
入

用
殺
菌
剤
の
単
価
や
薬
剤
の
持
続
期
間
な
ど
多

く
の
意
見
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
を
通
じ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被

害
対
策
や
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
被
害
対

策
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
感
じ
、
中
部
森
林

管
理
局
と
し
ま
し
て
も
今
後
と
も
森
林
鳥
獣
、

病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
国
民
と
双
方
向
で
情
報

交
換
を
行
い
つ
つ
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 ［
企
画
調
整
室
・
指
導
普
及
課
・
販
売
課
］

　

十
一
月
二
十
三
日
、
長
野
県
上
田
市
に
お
い

て
森
林
や
木
材
利
用
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
み
ん
な
で
支
え
る
森
林
づ
く
り
感

謝
デ
ー
二
○
一
一
」（
主
催
：
長
野
県
、
共
催
：

中
部
森
林
管
理
局
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
部
構
成
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

第
一
と
し
て
「
長
野
県
児
童
・
生
徒
木
工
工
作

コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
長
野
県
木
材
青
壮
年

団
体
連
合
会
）
が
行
わ
れ
、
中
部
森
林
管
理
局

長
賞
を
受
賞
し
た
小
学
一
年
生
の
金
井
快
翔

（
か
な
い
か
い
と
）
さ
ん
（
作
品
名
「
も
り
ハ

ウ
ス
」
）
に
局
長
か
ら
賞
状
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

講演会の様子

意見交換会に臨む講師と宿利計画部長、飯干森林整備部長

中部森林管理局長賞の受賞作品の前で
（受賞者と城土局長）

森
林
鳥
獣
や
病
害
虫
に
よ
る

森
林
被
害
対
策
に
つ
い
て

考
え
る
講
演
会
を
開
催

森
林
鳥
獣
や
病
害
虫
に
よ
る

森
林
被
害
対
策
に
つ
い
て

考
え
る
講
演
会
を
開
催

み
ん
な
で
支
え
る

森
林
づ
く
り
感
謝
デ
ー

二
〇
一
一 
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の
必
要
性
と
森
を
手
入
れ
す
る
こ
と
で
結
果
、

人
が
森
の
中
に
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
く
。」、

城
土
局
長
か
ら
も
「
国
有
林
に
は
皆
さ
ん
の
身

近
に
自
然
休
養
林
が
あ
り
ま
す
。
国
際
森
林
年

は
残
り
あ
と
一
ケ
月
で
す
が
、
森
を
歩
く
と
い

う
テ
ー
マ
の
精
神
は
来
年
以
降
も
変
わ
ら
な
い

の
で
、
森
を
歩
く
実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。」

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
中
で
は
長
野
県
森
林
づ
く

り
県
民
税
の
話
や
松
く
い
虫
被
害
に
つ
い
て
の

話
も
あ
り
、
森
林
や
木
材
利
用
へ
の
関
心
を
高

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
販
売
課
］
毎
年
十
月
は
「
木
づ
か
い
推
進
月

間
」
と
し
て
木
材
利
用
の
意
義
を
広
め
、
利
用

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
の
集
中
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
に
は
岐
阜
県
木
材
利
用
推
進
協
議

会
（
後
藤
直
剛
会
長
）
と
名
古
屋
事
務
所
が
連

携
し
、
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
要
望
活
動

を
行
い
、
岐
阜
県
古
田
知
事
を
は
じ
め
、
県
議

会
議
長
、
林
政
部
、
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

「
木
材
の
利
用
推
進
に
関
す
る
要
望
書
」
を
手

渡
し
て
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
、
公
共
工
事

に
お
け
る
木
材
利
用
促
進
、
県
産
材
を
使
用
し

た
木
造
住
宅
の
建
設
促
進
等
に
つ
い
て
要
望

し
、
理
解
と
支
援
を
お
願
い
し
、
翌
日
の
五
日

に
は
、
愛
知
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
に
同
行

し
て
、
愛
知
県
知
事
、
県
議
会
議
長
、
中
部
地

方
整
備
局
、
東
海
農
政
局
に
木
材
利
用
推
進
に

関
す
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
が
定
め
る
「
ふ
る
さ
と
の
森

林
づ
く
り
県
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
と
合
わ

せ
、
民
国
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
へ
の
参
加

や
木
材
利
用
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
長
野
林
政
協
議
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、
十
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
六

日
ま
で
の
間
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
長
野
店
並
び
に
松
本
店
に
お
い
て
、
森
林

の
働
き
や
役
割
、
地
域
材
利
用
や
国
有
林
の
取

組
に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル
、
木
工

品
な
ど
を
展
示
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
三
十
日
に

は
、
木
の
お
も
ち
ゃ（
ひ
の
き
湯
玉
プ
ー
ル
・

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）・
ウ
ッ
デ
ィ
福
笑
い
や
木
材

反
発
力
実
験
な
ど
を
通
じ
て
木
に
直
接
触
れ

て
、
木
の
香
や
ぬ
く
も
り
な
ど
を
体
感
し
て
も

ら
い
、
森
林
の
大
切
さ
・
地
域
材
の
利
用
な
ど

に
つ
い
て
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
木
づ
か
い
推
進
月
間
な

ど
に
つ
い
て
は
、
民
国
連
携
に
よ
る
よ
り
効
果

的
な
活
動
の
推
進
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

［
販
売
課
］
十
一
月
二
十
九
日
、
松
本
市
あ
が

た
の
森
文
化
会
館
に
お
い
て
、
職
員
並
び
に
県

職
員
・
林
業
事
業
体
等
の
関
係
者
を
対
象
に
、

「
列
状
間
伐
の
考
え
方
と
実
践
」
と
題
し
て
、

同
名
で
著
書
を
出
版
し
て
い
る
信
州
大
学
農
学

部
森
林
科
学
科
の
植
木
達
人
教
授
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
長
野
県
森
林
大
使
任

命
式
」
で
は
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
よ
り
英

国
出
身
で
信
濃
町
在
住
の
作
家
Ｃ
Ｗ
ニ
コ
ル

氏
に
長
野
県
初
の
森
林
大
使
の
任
命
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
「
信
州
の
森
林
づ

く
り
応
援
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
パ

ネ
ラ
ー
の
長
野
県
知
事
か
ら
は
「
長
野
県
は

森
林
県
で
あ
る
の
と
同
時
に
観
光
県
で
あ
る
。

そ
れ
は
自
然
の
美
し
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
で
林

業
は
暮
ら
し
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。」
こ

と
や
、
Ｃ
Ｗ
ニ
コ
ル
氏
か
ら
は
「
日
本
の
森

林
は
木
の
種
類
も
多
く
、
癒
さ
れ
る
。
新
し

い
学
校
や
家
を
建
て
る
と
き
は
日
本
の
材
木

で
作
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
、
山
仕
事
創
造

者
代
表
理
事
の
香
山
由
人
氏
か
ら
は
「
間
伐 長野県森林大使に任命されたＣＷニコルさんと阿部知事

岐阜県知事への要望活動（名古屋事務所）

木のおもちゃで木のぬくもりを体感

「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」の
取
組
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［
総
務
課
］
平
成
二
十
三
年
十
一
月
八
日
か
ら

十
一
月
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
に
お
い
て
、
次

年
度
よ
り
森
林
官
へ
任
用
予
定
で
あ
る
採
用
四

年
目
の
Ⅱ
種
採
用
職
員
四
名
、
採
用
九
年
目
の

Ⅲ
種
採
用
職
員
三
名
合
計
七
名
に
対
す
る
森
林

官
養
成
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
現
場
第
一
線
で
の
森
林
官
業
務
の

特
徴
に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
森
林

管
理
、
事
業
の
実
行
、
第
三
者
対
応
等
の
適
切

な
状
況
判
断
及
び
司
法
警
察
員
と
し
て
の
資
質

の
確
保
を
習
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
局
関
係
各
課
か
ら
の

現
場
業
務
と
実
態
に
即
し
た
講
義
は
基
よ
り
、

先
輩
森
林
官
か
ら
は
、
具
体
的
な
業
務
の
説
明

と
地
域
と
の
交
流
、
署
の
窓
口
と
し
て
の
重
要

性
等
に
つ
い
て
、
外
部
講
師
と
し
て
国
有
林
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、
植
物
観
察
等
を
通
じ

て
、
山
の
仕
事
を
行
う
に
は
森
林
に
興
味
を
持

ち
森
林
が
好
き
な
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
心
構
え
を
始
め
と
し
た
講
義
を
受
け
、

研
修
生
は
森
林
官
業
務
の
重
要
性
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
終
日
の
修
了
式
に
は
、
局
幹
部
出
席
の
も

と
、
局
長
か
ら
一
人
一
人
に
修
了
証
書
が
授
与

さ
れ
る
と
と
も
に
、
森
林
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を

始
め
と
し
た
森
林
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変

化
と
国
有
林
が
重
要
な
時
期
に
あ
る
こ
と
の
認

識
、
今
ま
で
培
っ
た
森
林
・
林
業
の
専
門
的
な

知
識
や
技
術
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
更
な
る

自
己
研
鑽
に
努
め
、
国
有
林
の
顔
と
し
て
関
係

市
町
村
や
地
域
住
民
と
連
携
し
つ
つ
大
き
く
飛

躍
し
て
ほ
し
い
と
の
訓
示
が
あ
り
十
日
間
の
研

修
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
対
策
に
当
た
り
、
宮

城
北
部
森
林
管
理
署
海
岸
防
災
林
復
旧
対
策
事

務
所
へ
応
援
派
遣
さ
れ
て
い
る
宮
下
崇
さ
ん
か

ら
、
現
地
で
の
活
動
の
様
子
や
近
況
を
伝
え
る

便
り
が
数
回
届
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
十
一

月
三
十
日
に
届
い
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

 

［
宮
下
崇
］
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
十
一
月
も
末

に
な
り
、
こ
ち
ら
で
も
初
雪
が
降
り
ま
し
た
。

　

私
が
主
に
担
当
す
る
気
仙
沼
市
は
岩
手
県
境

の
一
番
北
側
に
位
置
し
て
お
り
、
湾
が
深
く
海

岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
地
形
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
津
波
の
高
さ
が
10
㍍
を
超
え
多
大
な
被
害

が
出
ま
し
た
。

　

今
回
は
陸
中
海
岸
国
立
公
園
内
、「
潮
吹
き

岩
」
で
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
南
側
に
位
置

す
る
岩
井
崎
地
区
で
す
。
ち
な
み
に
周
囲
の
被

害
は
甚
大
で
あ
り
ま
す
が
こ
こ
は
今
で
も
潮
吹

き
が
見
え
る
そ
う
で
す
。（
私
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　

以
前
は
海
沿
い
に
墓
地
が
あ
り
背
後
に
水
産

工
場
、
高
校
な
ど
が
あ
る
活
気
の
あ
る
地
区

　

当
日
は
、
総
勢
百
三
十
二
名
の
参
加
の
も

と
、
高
い
知
見
を
有
す
る
植
木
教
授
か
ら
、
実

践
実
例
を
分
析
し
た
デ
ー
タ
等
か
ら
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
当
局
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・

推
進
を
す
る
上
で
、
安
全
面
も
含
め
有
効
な
施

業
と
し
て
、
民
国
連
携
し
て
、
初
回
間
伐
、
場

合
に
よ
っ
て
は
二
回
目
の
間
伐
林
分
を
も
対
象

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
改
め
て
認
識
を
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

宮
城
か
ら
の
た
よ
り

宮
城
か
ら
の
た
よ
り

講演する植木教授

国有林の顔として活躍が期待される研修生（後列）

～
海
岸
林
復
旧
対
策
事
務
所
よ
り
～

応急対策を行う前の様子

国
有
林
の
顔
と
し
て
活
躍
を

  

〜
養
成
研
修﹇
森
林
官
養
成
科
﹈の
実
施
〜


